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[研 究報告要 旨]

メイ ンス トリー トプ ログラムは、米国の中小都市のダ ウンタウン活性化に広

く活用 されてい る方法論で、大きな成果を上げてきた ことが知 られているが、

そのアプローチは とて もユニークで、 日本の中心市街地活性化には見 られない

もので あ る。 それ は、非 営利 ・ 非 政府 団体 の 「National Trust for Histottc

Preservation」 が保有す る登録商標 「Main StreetO」 の使用権 を軸に した仕組み

であ り、商業地の活性化に取 り組む地元の団体が、 自らの団体名やその活動に

「メインス トリー ト」の名 を冠す るためには、一定の方法論に則 つて活動が行

われ る体制が整 っていることについて、審査を受けて許可 されなければな らず、

許可を受 けた後 も定期的に適合性 をチェックされ るといつた ものである。

このよ うな、審査に合格 しなければ認 められ ない し、認 め られたた ところで

国か らお金が来るわけで もない といつた仕組みは、一見、ハー ドルが高す ぎ、

得 にもな らない と思われ るかもしれない。 しか し、それがブラン ドカ とい うも

のだ。 メインス トリー トを名乗つていることが、クオ リテ ィを保証 された活動

であることを示 してお り、だか らこそ人的にも資金的にも求心力 を得て、質の

高い取 り組みを持続す ることができるようになる。

このよ うな独特の仕組みは、 日本の中心市街地活性化の関係者 らにこれまで

伝 えられ なかつたわけではないが、 日本の関係者 らの想像の範囲を超 えている

ためか、専門家の間に さえ誤解 ない しは無理解な認識が広まって しまっている

よ うに感 じられ る。そ こで、この研 究報告では、 日本の関係者 らに、米国メイ

ンス トリー トプ ログラムの独特の仕組みを詳 しく紹介す ることで、 日本 とは異

なる方法論の存在 を理解す る一助 となることを目的 とした。

メイ ンス トリー トプログラムは、全米 レベルのナシ ョナルセ ンター、中間で

大きな役割 を担 ってい る推進機関 (コ ーデ ィネーテ ィングプログラム)、 地元で

活動す るまちの活動団体 (ロ ーカルプ ログラム)の 3段階で構成 されている。

この報告書では、ベス トプラクテ ィスのひ とつ と評価 されているアイオ ワ州 を

ケースに とり上げ、仕組み と運用の実像を詳 しく紹介 している。


